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シベリア・アルタイ山脈ベルーハアイスコアにおける結晶粒径と水安定同位体比の
気候指標としての検証
Verification of crystal size and water stable isotopes for climatic proxies in Belukha ice
core, Siberian Altai
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シベリア・アルタイ山脈ベルーハ氷河アイスコアにおいて、結晶粒径の季節変動を用いて年代決定を行った。その結
果、表面から 154.27 m部分は 1210年から 2003年に対応した。個々の結晶において、不純物が結晶の成長へ与える影響
を除き、氷温と結晶成長速度の経験式を用いて、堆積初期の結晶断面積を求めた。その結晶断面積の年中央値とバルナ
ウル気象観測所から推定した掘削地の気温の間には有意な相関関係が見られ、結晶断面積の変動が気温変動を反映して
いることが確認できた。結晶断面積の変動は太陽活動極小期に対応していた。また、5年平均での酸素同位体比、太陽活
動、涵養量、重水素過剰の間には、それぞれ有意な相関が見られた。これらの関係から、ベルーハアイスコアの酸素同位
体比は大西洋起源の夏季降水量の変動によって決まり、降水量は太陽活動が活発な時期に減少することがわかった。重
水素過剰の変動は、再循環されて西方から運ばれてきた陸水起源の降水の割合を反映していると考えられる。
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